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つも江口グループわくわく倶楽部ニュースレター
を読んで頂きありがとうございます。また先月行

いました200号記念プレゼントキャンペーンに多くのご
応募を頂き感謝申し上げます。応募頂いた皆さまの元へ
は、もうプレゼントが届いていると思います。ぜひご活用
下さい！

て、4月になり江口グループには新しい仲間が４
名入社しました。今後、皆さまの元へ行く時があ

るかもしれません。その時はどうぞよろしくお願いいた
します。４人とも高校を卒業し、社会人となりました。高
校生から社会人となると大きく環境が変わります。高校
生と社会人生活の違いは大きく、様々な変化に直面する
ことになります。この過渡期において、気持ちも行動も
社会人仕様にシフトしなければいけないなと思うのです。
どのようなことが変わるのか考えてみました。
　まず、責任感の重さが変わります。高校生の時は自分
自身の成績や進路に責任を持つことが中心でしたが、社
会人としては会社やチームの目標達成に貢献する責任
が求められます。個人の行動が組織全体に影響を与え
るため、プロフェッショナルとしての態度と行動が常に期
待されます。次に、コミュニケーションのスタイルが変わ
ります。学校での友達や先生とのコミュニケーションは
比較的自由かつカジュアルであることが多いですが、職
場ではよりフォーマルなコミュニケーションが求められま
す。敬語の正しい使い方、Eメールや文書のビジネスマ
ナー、会議での発言の仕方など、社会人として適切なコ
ミュニケーションスキルを身につけることが重要です。ま
た、時間管理の重要性が高まります。学生時代は授業の
時間割に従うことが多いですが、社会人としては自分で
仕事の優先順位をつけ、効率的にタスクを管理する必要
があります。期限内に質の高い成果を出すためには、時
間管理能力が不可欠です。さらに、学び続ける姿勢も大
切です。学校を卒業したからといって学びが終わるわけ
ではありません。社会人になっても、新しいスキルを身に
つけたり、業界のトレンドを追いかけたりする必要があり

ます。自己啓発や社内研修に積極的に参加し、常に自分
をアップデートし続けることが大切です。最後に、ワーク
ライフバランスの意識を持つことも重要です。仕事だけ
でなく、私生活や趣味など自分自身の時間も大切にする
ことで、心身ともに健康で充実した社会人生活を送るこ
とができます。

入社員たちがこれから歩む社会人生活は、楽しい
こともあるかもしれませんが挑戦や困難が多いと

思います。しかし、その全てが自分自身の成長へと直結し
ています。日本には「石の上にも3年」という言葉がありま
す。昔の人はいいことを言ったなと思います。これは、ど
んなに辛く厳しい環境であっても、忍耐強く努力を続け
れば、最終的には良い結果が得られるという教訓を含ん
でいます。
　社会人としての1年目は特に、新しい環境、新しい責任、
新しい人間関係に適応することによるストレスが大きい
かもしれません。しかし、これらの挑戦を乗り越える過程
で、貴重なスキルを身に付け、人としても大きく成長する
ことができます。問題解決能力、コミュニケーション能力、
時間管理能力など、学生時代には学べなかった多くのこ
とを学び、磨き上げていくことができるのです。
　「石の上にも3年」という言葉には、一見動かないよう
に見える石の上でも、長い時間をかければその環境にも
変化が生じ、苦労が報われるという希望が込められてい
ます。社会人生活も同様で、初めは大変に感じることも
多いかもしれませんが、地道な努力と忍耐がやがては大
きな成果となり、自分自身の価値を高めてくれることだと
思います。将来を見据えた時、今の苦労や努力が自分の
ためになることを忘れないで欲しいなと思います。一時
的な困難や失敗は、より強く、賢く、柔軟になるためのス
テップに過ぎません。困難を乗り越える度に、自分自身が
成長し、将来への確かな一歩を踏み出すことができるの
です。新入社員たちは人生の長い旅の始まりに立ってい
ます。前向きな心持ちで一歩一歩確実に進んでいって欲
しいなと願っています。

新たな旅の始まり。
新入社員たちへのメッセージ
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江口グループ現場だより

なさんこんにちは。CHIKACO姉さんです。
この度、江口組は「土木広報大賞2023」において、

社員みんなで土木の魅力を発信を続けたSNSの活動が評
価され「企画部門」で準優秀賞を頂きました！
　土木広報大賞とは、土木学会が2年に1度開催し、暮ら
しを支えている「土木」の役割・意義・魅力について広報活
動を表彰する「土木の広報に関するコンテスト」です。
　土木のイメージアップや土木のことをたくさんの方に知
ってもうらうための江口組の公式SNSでは、現場の様子や
働いている社員のことを投稿し、最近では能登半島地震
の啓開作業のことを投稿すると、たくさんの方々から「頑
張って下さい！」「ありがとうございます」などの激励や感謝
のコメントをたくさん頂きました。

た社員個人のSNSでは個々が日々様々な工
夫をし投稿を行っています。土木を知らない人

にも土木の魅力、面白さを伝える投稿や江口組の会
社の雰囲気が伝わる投稿、見て下さっている方々へ
のお役立ち情報など、そしてプライベートのことも積
極的に投稿しています。

　そうすることで社員の人柄も伝わり親近感も沸き、よりた
くさんの方に見て頂けました。そのことも評価につながった
のではないかと個人的に思います。
　なにより、社員の毎日の頑張り
が“受賞”という形にあらわれたこ
とをとても嬉しく思います。
　これからも土木の魅力を発信す
るのはもちろん、会社のこと、見て
下さっている皆様がワクワクする
ようなこと、そして能登のみなさん
へ勇気や元気を届けられるよう、
SNSをやっている私たちも楽しみ
ながら発信し続けていきます。

さんこんにちは。総務部のむらきです。
江口グループでは今年発生した【令和6年能登半

島地震】への義援金を集めることにしました。
　工事部の方が毎月能登の道路啓開作業へ向かったり、
小松市内で地震の影響を受けた箇所の応急対応を行った
りと、地域の為に、能登の為にと行動が行われている中、ま
だ私たちにもできる事があるのではないかと思い、今回
【義援金】を会社内で集めることにしました。
 募金箱もオリジナルキャラクターを使い、可愛らしく飾り
付けをし、江口グループの若手社員が中心となって皆さん
に呼びかけを行っています。

月の終わり頃からはじ
めた募金活動ですが、

始めた当初から社員皆さんの
「能登を応援したい」という気持
ちがたくさん集まっています。
　能登の皆さんに少しでもお
力添えができるよう、今私たち
ができることを精一杯行ってい
きたいです。

江口グループ全体で、能登の皆さんへ私たちができることは
何かを考えました。
地域の為、そして被害に遭われた能登が少しでもはやく復興
できますようにと、私たちができる支援を行いたいです。

社員みんなで掴み取ったから嬉しさが倍！
－土木業界ダントツSNS。社員たちが活躍する土木広報－

広報部新入社員まあやちゃんのInstagra
m

土木素人の彼女だからこそ、わ
かりやすく、

かわいく土木の魅力を発信してくれ
ています。

ぜひチェックし
てみて下さ

い♪

表彰式にて。江口社長（左）と

選考委員の小松氏（右）と。

頂いた表彰状は社員みんなの

頑張りの証

早速社長が募金をして下さりました！

能登の皆さんに気持ちが届きますように。

手作り募金箱です。

オリジナルキャラクターにハートを持たせて、私たちの気持ちを表しました。

横にはくぅーとみぃーもいます。

X（旧　　　　）



自衛隊の方々がたくさん駆けつけ
て下さり、能登のためにご尽力し
て下さいました。その際の数多く
の車両を通すために必要となる
『道路』を最前線で切り開いていた
のは、私たち建設業なのです。震災
直後から昼夜とわず行われ、日々
通れる道を確保していきました。余震もあり、自身の安全確
保にも留意し、寝袋持参で車中泊しながらの作業・・・。苦労
も大きかったことと思います。全ては「能登のため！」 みんな
の熱い想いで、能登への道は繋がりました！ 本格的な復旧
および復興へはまだまだ時間はかかりますが、私たちにで
きることをこれからも頑張ります！！

　お久しぶりです。クリエイション江口のはるかです。
　あっという間に4月ですね。今年もクリエイション江口に
新しい仲間が増えるので嬉しいです(*^_^*) 新生活を迎え
られる方もいると思います。皆さんの新しい生活が楽しい
ものになりますように！
　さて今回は新しい環境で生活をスタートした方も、長く大
切なお家に住んでいる方も知っておいて欲しいことです。
住宅用火災報知器の点検を皆さんはしたことがあります
か？ 設置する場所は寝ていても気づけるように寝室と寝室
がある階の階段です。
　総務省消防庁によると総出火数のうち住宅火災は約3割
ですが、住宅火災による死者数は総死者数の約7割だそう
です。そして、住宅火災における被害状況は火災報知器が
設置されている場合は、設置されていない場合に比べて死
者数と損害額はなんと半減、焼損床面積は約6割減という
結果でした。この結果からも、お家にあるたくさんの思い出
や大切な品物を失わないためにも火災報知器の重要性が
判るかと思います。

　住宅用火災報知器の設置が義務化になって10年以上経
ちました。付けてからそのままという方も多いかもしれません。
火災報知器の交換の目安はおよそ10年です。実際に電池切
れや不具合によって、火災報知器が鳴り出して交換をしたお
客様がいらっしゃいますので、家族を守るためにも正しく作
動するか確認を！ そして１０年以上経過しているものは交換
をおすすめします！ メーカーによって確認方法が変わりますの
で、もし判らなければお気軽にクリエイション江口の髙橋ま
でご連絡下さい。
　その他にもおうちのお困りごとはありませんか？ 
　電話０７６１－２４－００１８　お電話でしたら「4月号のニュー
スレターを見たとお願い致します。もしくはQRコードをスマ
ホで読み
取り、必
要事項を
入力しご
連絡下さ
い。

くうーの その4現場通信

あなたのお家を火事から守るために！
～住宅用火災報知器の定期点検の重要性～

はるかの

お困りごと
解決！！

　　　 ↑
お申込フォームは
コチラ

　お久しぶりの建設ディレクターくぅーです。長い冬が
終わり春を迎え、我が家も子供たちの巣立ちで嬉しいや
ら寂しいやら、複雑な気持ちで新たな環境を迎えており
ます
　新年早々の能登半島地震。大きな被害を受け、３ヶ月
経った今もなお不便な生活をされている方も大勢いる
状況です。震災直後は、半島という地形の特徴があり、
特に陸路が途絶えた地区が多く、支援・復旧活動の大き
な妨げとなりました。そのため、最優先事項として陸路
の確保が急がれました。江口組も県内の建設業者として、
早期より能登方面へ行き、支援活動に参加しております。
　多くの建設業者が各道路を担当し、陸路確保のため
に行われた『道路啓開』作業。道路啓開とは、緊急車両
等の通行のため、早急に最低限の瓦礫処理等を行い、
簡易な段差修正等により救援ルートを確保する作業の
ことをいいます。テレビ等の報道で全国から救命活動や 道路啓開作業実施状況 道路啓開実施後
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ご意見・ご感想などがございましたら

ＳＮＳ または 同封してあります

アンケートハガキにてご連絡下さい！！

みなさまのお陰で、わくわく倶楽部も無事200号を
迎えることができました。
今月も、第1号が発行された2007年（平成19年）
夏頃何をしていたかを聞きました。

工事部
山根　勝敏 クリエイション江口

中田  さやか

ぐぐ

クリエイション江口
髙橋　悠


